１．ベクトル（vector，大きさと方向をもつ量のこと）

1.1　ベクトルとスカラー

1.2　ベクトルの演算、成分、内積

1.3　ベクトルの平行と垂直

1.4　直線の方程式、平面の方程式、円・球の方程式

1.5　ベクトルの線形独立・線形従属

２．行列

2.1　行列の定義

2.2　行列の演算（和・差・積）

2.3　転置行列と逆行列

2.4　連立1次方程式への行列の適用

３．行列式

3.1　行列式の定義

3.2　行列式の性質

3.3　行列式の展開

3.4　その他、行列式の応用

４．行列の応用

4.1　線形変換

4.1.1　線形変換の定義

4.1.2　線形変換の性質

4.1.3　合成変換と逆変換

4.1.4　回転を表す線形変換

4.1.5　直交変換

4.2　固有値とその応用

4.2.1　固有値と固有ベクトル

4.2.2　行列の対角化

4.2.3　対称行列の対角化

＜簡単キーワード＞

スカラー：大きさだけを持つ量　⇔　ベクトル：大きさと方向を持つ量

ベクトルの正規化：ベクトルの方向はそのままで、大きさを１にすること

ベクトルの演算：足し算と引き算は普通のスカラー変数の場合と同じ

ベクトルの垂直：ベクトルが垂直に交わるとき、そのベクトルの内積は0

線形独立，対象行列，交代行列、逆行列、正則、階数、余因子行列、線形変換、合成変換、逆変換、直交変換
